特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　　2014年01月02日　　　493号
謹賀新年
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新年あけましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては、清々かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は、事業活動に温かいご協力とご支援により、山城水害６０周年を迎え三ヶ所で講演会を開催し災害の教訓と恐ろしさを今後の災害時に備える講演活動行いました。京都府地域力再生事業では３項目の事業を（休耕地再興による農村復興・地域での少年層への木津川環境教育・地場産業の炭焼の伝承による維持管理と都市農村交流）取りくみ将来に役立つ事を願い実施できました。また、初めて木津川を下る行事として「木津川カヌーの日」協力団体として参加、他にも多くの事業を進めることができた事は協力をいだきました皆様に心から感謝を申し上げます。
さて、今年も皆様と力を合わせ、平成２３年の漢字「輪」にふさわしく、やましろ里山の会員同士が輪を広げて「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」目標に向けて、さらなる前進をし、自然を親しみ、自然を学び、自然を大切に、楽しく活動に取り組みたいと思っています。
今後とも一層のご協力をお願いするとともに皆様方のご健康とご多幸をお祈りし新年のご挨拶とさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　

理事長　　深田三郎
結成16年の年にあたって　　 　播川副理事長
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　結成16年にあたり新しい年が始まります。昨年は計画した行事ができただろうか？　暑さのせい、会員の高齢化のせい、天候のせい、中止せざるを得ないことがありました。今年は、皆が楽しい活動、楽しくなる活動、楽しくさせる活動をするために、会員の行動力をどう引き出すか?どうしたら行動する気になってもらえるか？　それが、鍵となるでしょう。参加者をふやす行事と方法を考えて行動したい。
副理事長に就任して　　　　　　大村副理事長
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　深田新理事長を支えて三年を数えます。長年体調が思わしくなくご迷惑をかけてきましたが、やっと回復傾向に向きが変わりました。新年は馬力をかけて農園や絵画部会にも力を入れるつもりです。
里山農園の前進の年に　　　　　　森島保理事　
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　依頼があれば断りをしないように心がけてきました。体力の続く限り大村君と二人三脚で農園作業とその他要請にこたえていきます。民生委員も忙しくなってきています。来年もこれと同じ顔写真が撮れるかな、農園にも決めた以上に出るよう心がけます。
300人会員を実現する年に　山本雅晃理事　
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　最近は加齢に伴って、眼・耳そして足腰が段々と弱くなり、情けない思いです。こんな不具合を道連れに微力ですが皆さんとともに頑張りたいと思います。
認定NPO資格を得る年に　　　　　黒光理事
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　長年認定ＮＰＯ資格を得るために努力を重ねてきました。なかなか体制が整わず実現できていません、新年こそはと思います。皆さんのご協力を期待しています。
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木津川の草花調査第２版の準備の年に　　　　伊藤千恵子さん
「植物部会担当の伊藤です。来年度の植物部会は「里山農園を拠点とした普賢寺地域を活動の場にしたいと思います。「1月の七草摘みの会、4月の野草を食する会」などにも農園を活用させていただきたいと思っています。多数の皆さまのご参加をお待ちしています。」
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水質調査さらに充実の年に　　　　山田理事
事務局としてはあまり力を発揮できませんでした。河川レンジャーのまとめ役が予想以上に大きく神経がすり減るものでした。新年は環境部会を一回り広げられるように取り組みます。
最高年齢にふさわしい生き方を　青代茂治さん
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一昨年は農園部長で身も心も大変でしたが、旧年はそれがなく少し身軽でした。私にできることは精いっぱい頑張ります。よろしくお願いします。
市文化祭など展示物の核心を目指す　　　　　藤田雅良さん
旧年は市民文化祭や展示関係に力を尽くした一年でした。新年は経験を生かして市民にたたえられ、心を打つ身近な展示を心がけようと思います。
会計の役割の大切さ　　　　　　森幾久子さん　
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マラソンの仕事が増えて大変な年でした。里山の会の課題が多くて整理に時間がとられます。大正琴（サークル・はなみずき）に地域の見守り活動が加わって、時間の余裕がなくなりつつあります。
パソコン係りを専属担当者が必要白木弘一さん
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ホームページの立ち上げから関わってきました。再度関わっています。里山の会にとってなくてはならない情報機関です。専属で担当する人が必要です。
農園をもっと多くの方々と　　　中辻政美さん　
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　農園の作付けや栽培は分かっているのですが、運営方法やどういう方が参加されているのか分からない中で約1年が過ぎました。これからだと思います。よろしくお願いします。
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「木津川をカヌーで下る」を充実させよう
　日下勤さん　
　カヌーで下る取組が出来上がりました。カヌー発祥の地の記念碑が建立でき、うれしく思っています。長年世話をしてきた四季彩館の大型水槽を撤去、今後どのように活用していくのかに取り組みたいと思います。
[image: image14.jpg]


更に木津川を大切にする1年に田中実知世さん　
河床低下問題について発表しましたが、これをもとにさらに調査研究を深め、課題を深められる新年にしたいと思います。
木津川の植物をさらに多くの方々に知らせる年に　　近藤宏一さん　　
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　里山名物「松傘ツリー工房」を開業して8年になります。あちらこちらでの出展が増えて忙しくしています。
里山での昆虫などを子どもたちに知らせたい　　金田徹さん
オオムラサキの撮影ができた頃から体調が崩れ、活動が難しい状況でした。少し上向いてきましたので、新年はしっかり観察や調査に取組みたいと思っています。
里山農園は楽しみが大きくなる　片木幸夫さん
大きく広くなった農園は、景色もよく気持ちも晴れ晴れします。もっと多くの方々が来てみたいと魅力ある野菜畑になるようにしたいものです。
パソコン教室を利用してほしい　坂田一郎さん　　
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「言うは易し行うは難し」の通り、実行が大変です。パソコン教室をどう立て直していくのか暗中模索です。皆さんのご意見やご協力をお願いします。
岡本さんの力が農園を支えている吉川禮子さん　　
コツコツと実行される岡本さんに頭が下がります。一人では難しいのでいつも誰かがこられている賑やかな畑になってほしいです。
主人と一緒に参加することが多い小川恵子さん
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「綿菓子機の修理再生や耕運機の故障修理は任してください」とずいぶん頑張りました。里山の会の焼き鏝などを作りました
炭焼き釜の屋根ができた　　　山村武正さん
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普賢寺は素晴らしい自然の宝庫です。これが分かったのは炭焼きを始めて、地域との交流が始まったからです。そこに雨天でも作業ができる施設が完成しました。楽しみが増えました。
物作りが楽しいよ　　　　　　有田勉さん　
　イノシシの防御柵の設置や炭焼き窯の屋根設置では思う存分協力できました。ものづくりの楽しさを満足できました。こうした得手を生かして里山の会の力になれればと思っています。よろしく
鉄鋼細工は誰にでもできる　　　　　　　　吉村國男さん　　
自走式草刈り機の乗車台作り、炭焼き釜屋根の設置、イノシシ枠の扉設置に参加して皆さんと深く交流できました。新年には、まき割り木の製作を進めるつもりです
特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース2014年01月02日　493号
親子年末餅つき　
30人の参加で大盛会　28日（土）10時から　この日は、日本海方面は大雪との報道。かなり寒さが厳しくなるのではないかとの予報でしたが、それほど寒さを感じることなく、野外での取り組みでしたが、皆さん一生懸命につきたての餅を頬張りました。石臼と木臼を用意しましたが、ほとんど木臼を使用しました。大きな音がすると感嘆の声が上がります。それぞれ子どもさんも杵を降りましたが、真中に落とし込むことはなかなか難しいようでした。餅つきを目じかに見たという人がかなりおられて、機械での餅と、手作りの餅の美味しさの違いに驚いておられました。餡入りの餅や黄粉餅いろいろ味わって楽しいひと時を過ごしました。又同じ場所で「しめ縄」を作りました。これも「縄をなう」ということが初めてで、最初は「なう」ことを飲み込めず手間取りましたが、指導をしっかり聞いて順番に進めていくと上手なしめ縄が出来上がりました。裏白（鷲峰山のもの）と代々（多賀のミカン、干し柿（宇治田原の名物）がそれぞれに渡されました。近頃の生活で、家族みんなが力を合わせる家の仕事は、以前に比べてなくなってきています。年の暮には家族全員の餅つき、親戚も来て一緒についた一大作業でした。大人も子供も一緒になって、熱々のお餅を丸めるのは、面白かったですね。
29日　年末恒例のハイキングコースの清掃作業　
29日、5人で、ごみ袋3つが満杯になりました。この日集まっていただいたのは播川　森島　有田　吉村　山村の5人でした。ハイキングコースだけでなく、事務所周りの清掃と倉庫の清掃も実施しました。出来上がった炭焼き釜周辺も枯れ草や番線の残りなども散らかっていましたのでかたづけました。地主の南さんは、本当に素晴らしい屋根ができて、いい正月を迎えられる。里山の会の皆さんに心からお礼を申し上げます。と大変感謝されていました。先日、原木を切りましたが、必要な量には少し不足するようです。新年にもう一度、原木の切り出しを行います。お手伝いに来てくださいね。
七草摘みと七草粥に誘ってお越しください　　
4日には事務所開きを行います。10時30分からです。みんなで突き上げたお餅がたくさんできました。これを基にして“ぜんざい”で新年をお祝いしましょう。みなさん都合のいい時間にお越しください。12時までお待ちしています。顔合わせが済むと、一年の計について抱負を語り合いませんか。少々お酒も楽しんでみましょう。差し入れありがたいです。　
七草摘みの前日準備は5日（日）です
場所の設定を確認して、用具などを運び込みます。そしてお椀や箸つくります。集合は里山の会・倉庫（草内）前10時に集合ください。手分けをして作業を分担します。12時にはできあがるよう段取りをしています。お昼には餅を焼きましょう。お餅をご持参ください。
新年初行事　6日　七草摘みと七草粥つくり　
参加費大人500円（小人無料）植物部会の皆さんは20日に七草がどこに生えているのかを事前に調べて頂きました。また。なかなか見つけ難い、間違いやすいものについて学習しました。初参加される皆さんの質問に親切に答えられるようにと頑張りました。各新聞社には催しのチラシをＦＡＸしておきました。そのうち一社から案内記事の掲載をしますと問合せがあり、当日は取材に伺うと返事が会いました。昨年の取組で火おこし木を使って火を起こしましたが、時間の関係でうまく利用できませんでした。今年は集合したら、最初に火おこし作業を行ってから取組を始めようと計画しています。計画どおりに、うまくことが進むかどうか少し心配です。前日に発火まで、うまくできるように練習しておくべきでしょうか？　晴天になればいいのにと思います。少雨決行です。今年は、記念写真を全員に送呈してはどうかとう意見が寄せられました。後日郵送しようかと計画しています。主な内容は、発火作業、古代衣装で七草摘み、みんなで歌って七草刻み　七草の見分け方講習　七草のお話、炊きあがった七草粥を食します。
丹波の黒豆を使った「味噌つくり」参加者を募っています
1月20日（月）新田辺駅午前7時出発　一部13日の予定をしていましたが20日に決定です。参加費は11000円です。「味噌つくり」に出られない人は、お任せコースもあります。これも11000円となります。地元農家の生産の米での米麹と地元生産の黒豆を使用します。一度味わっていただくと甘くて、これほどおいしい味噌はないと大変感激されています。里山の会では、ここ数年リクエストがあって、ずーとご案内を続けています。ぜひ一度ご参加ください。また味噌つくりの方法も学べる体験としても、いい取り組みになっています。味噌つくりは冬の寒い時期(寒の時期)が適期といわれています。20日は大寒の入りとなっていますので十分寒さ対策をしてご参加ください。一人前として10㎏の味噌を造ります。(約4人家族で1年分の味噌を使う量)黒豆を一晩水に浸けて、黒豆の皮を剥きます。これを持参します。ここが手作りの良さです。　塩の量は14％が適量ですが、8％程度の減塩味噌として作ることも可能です。用意するものは1年間冷暗所で寝かせるために壺(ビニールバケツ・・蓋付きで密閉できるもの)要領は10リットル 以上の容器、塩1㎏、寒さ対策をした服装　足元は靴下を二枚履く、手ぬぐい　詳細のお問い合わせは里山の会まで0774-64-4183　又はホームページでご覧ください。
第31回京都木津川マラソン大会　
2月2日に5800人の参加で開催　ボランティアを募集しています。皆さんのご協力をお願いします。スタッフは毎年750人で里山の会では70人ぐらいの応援をお願いしています。　ご協力をお願いします。
